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失敗事例のタイトル  
焼却設備温度計保護管の溶融塩腐食 

一次原因（材料要素）  
全面腐食	 均一腐食 
溶融塩腐食 

機種  
焼却炉 

部品  
	 温度計保護管 

材料	 オーステナイ

ト系ステンレス鋼 
SUS310S 

概略の寸法  

損傷発生時の状況  
  750～ 800℃ の廃ガス測温用の温度計を保護するための SUS310S 保護管 (肉厚 2.8mm) が、使用 1.5年で
破断した。 

調査内容とその結果  
破断した保護管の断面ミクロ組織観察した結果、管外面に厚い腐食生成物を生じて著しく減肉しており、そ

の一部が溶融した様子も窺えた(付図)。 
腐食部の EPMA面分析結果、Fe酸化物、Cr酸化物、NiCr硫化物から構成されていることが確認された。 
保護管外面付着スケールの示差走査熱量計による分析結果、477℃や 793℃で吸熱ピークが見られ、一部が溶

融状態になることが確認された。 

損傷発生のシナリオ  
	 SUS310S製の温度計保護管は、平均的に Sox 10ppm,  Nox 50ppm,  HCl 1000ppmが存在する廃ガス中で
使用されている。この環境中で保護管の外面に厚い腐食生成物が形成され、その一部が溶融状態になっていた。

この溶融塩により保護管が腐食され、廃ガス中の Soxや HClによる加速要因も加わって、1.5年の使用で破断に
至った。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	 SUS310S に替わる材質も検討したが見当たらず、現用 SUS310Sで寿命管理しながら使用することにした。 

教訓  
	 溶融塩腐食に耐用する材料の難しさを知らされた。 

備考  

失敗の主要因  誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか  
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